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子育て中のお母さんと子どもの憩いの場
地域ではぐくむ子育て交流の輪「子育てサロンいとだ」

　

町
で
は
、
乳
幼
児
が
い
る
子
育
て
家
庭
が

気
軽
に
集
い
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換

や
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
作
る
た
め
の
交
流

の
場
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
「
子
育

て
サ
ロ
ン
い
と
だ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

同
サ
ロ
ン
で
は
多
く
の
親
子
が
来
場
し
、

楽
し
く
子
育
て
交
流
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

町の子育て支援活動

　子育ての援助を受けたい人と援助した
い人が会員となり、同センターが仲介し
て、会員同士が支え合う子育てを地域で
相互支援する組織です。
　仕事や外出時の託児や保育施設までの
送迎などを行います。
▶対象者
◯利用会員…町内在住または勤務し、生
　　　　　　後３か月〜小学６年生の子
　　　　　　どもがいる人
◯協力会員…町在住で講座を受講した人
◯両方会員…預けることも預かる人もで
　　　　　　きる人
▶場所　町中早川児童館※
▶連絡先
　TEL ０９６ ‐ ２３４ ‐ ５１８５
　TEL ０９０ ‐ １５１３ ‐ ５３２８

　未就園時の親子体験保育で保育園のイ
ベントや行事に参加できます。
▶対象者　就学前の子どもと保護者
▶活動日　毎週月・水・金曜日
▶場所　竜野保育園
▶連絡先
　TEL ０９６ ‐ ２３４ ‐ ０３０５

　病気回復期には至らないが入院治療を
必要とせず、当面の症状の急変が認めら
れない児童や、病気の回復期であるが集
団保育が困難な児童を預かります。
▶対象者
　甲佐町・御船町・嘉島町に住む児童
　生後３か月〜小学３年生
▶開所時間
　平日　午前８時〜午後６時30分
　土曜日　午前８時〜午後１時
　※日曜日・祝日・年末年始・お盆を　
　除きます。
▶場所　御船みるく病児保育室
▶連絡先
　TEL ０９６ ‐ ２８２ ‐ ２６６８

▲サロンのスタッフと育児のことについて
　話す参加者
◀親子同士でおもちゃで遊んだり、おしゃ
　べりしたり、さまざまな交流を楽しんで
　過ごせる「子育てサロンいとだ」

◀サロンのスタッフとしてボランティアを
　行っている宮部さん（写真右）と山内さ
　ん（左）

を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
な
ど
の

仲
間
づ
く
り
に
も
ご
利
用
で
き
ま

す
。

●
情
報
交
換
や
出
会
い
の
場
と

　
し
て
利
用
で
き
る
サ
ロ
ン

　

同
サ
ロ
ン
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
母
さ
ん
た
ち

の
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
す
る
山

内
美
紀
さ
ん
（
北
早
川
区
）
と
宮

部
久
美
さ
ん
（
御
船
町
）
は
、「
お

母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
り
た
い
と
き

に
集
ま
っ
て
自
由
に
交
流
で
き
る

憩
い
の
場
で
も
あ
り
、
面
識
の
な

か
っ
た
親
子
が
交
流
で
き
る
出
会

い
の
場
で
も
あ
る
の
が
、
こ
の
サ

ロ
ン
の
特
徴
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
最
近
は
、
子
育
て
の
悩
み
を
抱

え
て
、
家
で
引
き
こ
も
っ
て
い
る

お
母
さ
ん
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
を
楽
し
く
す
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
方
に
こ
の
サ
ロ
ン
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
来
場
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

●
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で

　
よ
り
楽
し
く
な
る
子
育
て

　

同
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
池
上
舞

さ
ん
（
緑
町
区
）
は
、「
昨
年
、

結
婚
を
機
に
甲
佐
町
に
住
み
始
め

ま
し
た
が
、
知
ら
な
い
土
地
で
の

外
出
が
怖
く
家
に
引
き
こ
も
り
が

ち
で
し
た
。
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
マ
マ
友
が

で
き
て
、
子
育
て
が
楽
し
く
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

子
ど
も
と
同
じ
年
の
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
と
交
流
で
き
、
そ
の

時
期
な
ら
で
は
の
悩
み
を
相
談
で

き
る
の
で
、
す
ご
く
助
か
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

●
乳
幼
児
健
診
の
際
に
は
出
張

　
サ
ロ
ン
を
「
鮎
緑
」
に
開
設

　

好
き
な
時
間
に
利
用
で
き
る
の

で
気
軽
に
参
加
で
き
、
初
め
て
利

用
す
る
人
に
対
し
て
は
ス
タ
ッ
フ

が
丁
寧
に
説
明
を
し
ま
す
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

行
う
乳
幼
児
健
診
が
同
サ
ロ
ン
の

活
動
日
と
重
な
る
際
に
は
、
子
育

て
支
援
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
で
出

張
サ
ロ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ

ロ
ン
の
雰
囲
気
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
子
育
て
交
流
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▶対象者　町内在住の親子
▶活動日　毎週水・金曜日　
　　　　　午前10時〜午後３時
▶場所　町中早川児童館
　※現在同館が改築工事中のため、
　　町総合保健福祉センター
▶連絡先
　TEL ０９６ ‐ ２３４ ‐ ５１８５
　TEL ０９０ ‐ １５１３ ‐ ５３２８

●ファミリーサポートセンター

●地域子育て支援センター

●みるく病児保育室

●子育てサロンいとだ

▶お問い合わせ先
　町福祉課
　TEL ０９６ ‐ ２３４ ‐ １１１４
　（内線１４５）
　klg205 @town.kosa.lg.jp

●
地
域
で
子
育
て
を
支
え
合
う

　
安
心
し
て
交
流
で
き
る
環
境

　

町
で
は
、
乳
幼
児
が
い
る
子

育
て
家
庭
の
情
報
交
換
や
親
同

士
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
地
域

と
の
交
流
の
中
で
子
育
て
を
し

や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
子
育
て
サ
ロ

ン
い
と
だ
」
を
平
成
26
年
４
月

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ロ
ン
は
、
子
育
て
家
庭

と
地
域
社
会
が
子
育
て
を
通
し

て
の
交
流
な
ど
を
図
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
合
い
を

見
守
る
場
と
し
て
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
や
楽
し
さ
を
分
か
り
合
い

な
が
ら
、
地
域
全
体
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
や
問
題
の
解
決
な
ど
を
目

指
す
子
育
て
支
援
の
１
つ
で
す
。

●
子
育
て
家
庭
の
憩
い
の
場
　

　「
子
育
て
サ
ロ
ン
い
と
だ
」

　

町
内
在
住
の
子
育
て
家
庭
で
あ

れ
ば
、
サ
ロ
ン
開
設
時
間
に
ど
な

た
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ほ
か
の
親
子
や
同
サ
ロ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

ん
だ
り
、
子
育
て
家
庭
な
ら
で
は

の
悩
み
な
ど
を
共
有
し
て
相
談
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同

サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
見
守
り
を
通

し
て
子
育
て
を
応
援
す
る
交
流
の

場
で
あ
り
、
ま
た
、
同
サ
ロ
ン
は
、

子
育
て
家
庭
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
憩
い

の
場
で
す
。

●
毎
週
水
・
金
曜
日
に
親
子
で

　
気
軽
に
子
育
て
に
活
用

　

同
サ
ロ
ン
の
事
務
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
育
て
談
話
室
が
町
の
委
託

を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

同
サ
ロ
ン
を
利
用
で
き
る
の
は
、

町
内
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
、
活

動
日
は
毎
週
水
・
金
曜
日
で
す
。

場
所
は
町
中
早
川
児
童
館
内
（
現

在
は
同
館
が
改
築
工
事
の
た
め
、

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
、

ご
利
用
の
際
の
事
前
申
し
込
み
な

ど
は
不
要
で
す
。
特
に
事
前
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
用
意
し
て
な
く
、
利
用

者
の
状
況
や
希
望
な
ど
に
応
じ
て
、

そ
の
日
の
交
流
内
容
を
話
し
合
っ

て
決
め
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
く
つ
ろ
い
で
遊
べ
る
と

と
も
に
、
同
じ
年
ご
ろ
の
子
ど
も
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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
お
金
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
紙
で
決
算
と
予
算
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
平
成
25
年
度
の
実
質
収
支
額

　
３
億
73
万
円
の
黒
字

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
の
決
算

額
は
67
億
５，

８
２
０
万
円
で
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
３
億
９，

４
２
６
万
円
（
約

５
・
５
㌫
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
会
計
歳
出
の
決
算

額
は
62
億
７，

４
８
４
万
円
で
、
前
年
度

対
比
で
は
３
億
２，
９
９
７
万
円
（
約
５
・

０
㌫
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
該
年
度
の
歳
入
額
と
歳
出
額
の
差
額

か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
（
事
業
の
繰
越

し
で
翌
年
度
に
使
う
経
費
）
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
平
成
25
年
度
で
は

３
億
73
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
額
の
主
な
減
少
要
因
は
、
甲
佐
中

学
校
建
築
事
業
の
「
教
室
棟
」
完
成
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
決
算
額
を
町
民
１
人
当
た
り
で
計
算
す

る
と
、
収
入
は
59
万
５，

４
３
５
円
で
す
。

こ
の
内
訳
を
性
質
別
に
見
ま
す
と
、
町
税

や
各
種
使
用
料
な
ど
町
が
直
接
受
け
取
る

「
自
主
財
源
」
が
14
万
２，

７
５
７
円
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
な
ど
の
「
依
存
財

源
」
が
45
万
２，

６
７
８
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
町
民
１
人
当
た
り
の
支
出
は
、

55
万
２，

８
４
８
円
で
す
。

　
歳
出
の
性
質
的
内
訳
に
つ
い
て
は
、
義

務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
）
が
27
億
５，

５
５
１
万
円
（
43
・
９

㌫
）、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業

費
）
が
17
億
８，

４
６
７
万
円
（
28
・
５

㌫
）、
そ
の
他
の
経
費
（
補
助
費
・
物
件

費
・
そ
の
他
）
が
17
億
３，

４
６
６
万
円

（
27
・
６
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
状
況

平成25年度

■平成25年度一般会計・特別会計歳入歳出額

■平成25年度決算に係る財政健全化判断比率

■平成25年度決算報告

一
般
会
計

歳入項目 歳　入　額 町民１人当たり

自
主
財
源

町 税 ８億6,998万円 76,650円

繰 入 金 １億9,011万円 16,750円

分担金・負担金 １億0,404万円 9,166円

そ の 他 ４億5,617万円 40,191円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 23億3,092万円 205,368円

国 庫 支 出 金 14億4,699万円 127,488円

町 債 ７億2,573万円 63,941円

県 支 出 金 ４億4,160万円 38,907円

そ の 他 １億9,266万円 16,974円

合　　計 67億5,820万円 595,435円

歳出項目 歳　出　額 町民１人当たり

民 生 費 16億6,163万円 146,399円

土 木 費 10億5,159万円 92,651円

教 育 費 ８億4,472万円 74,425円

公 債 費 ８億0,335万円 70,779円

総 務 費 ７億8,801万円 69,428円

衛 生 費 ５億6,989万円 50,221円

消 防 費 ２億5,509万円 22,475円

農 林 水 産 業 費 １億8,559万円 16,351円

議 会 費 8,244万円 7,263円

商 工 費 3,253万円 2,866円

災 害 復 旧 費 ０万円 ０円

合　　計 62億7,484万円 552,848円

特
別
会
計

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

国 民 健 康 保 険 18億3,713万円 17億4,056万円

介 護 保 険 13億6,105万円 13億0,049万円

後 期 高 齢 者 医 療 １億3,342万円 １億3,122万円

会　計　名 収益的収入 収益的支出

水 道 事 業

１億3,909万円 １億2,924万円

資本的収入 資本的支出

5,100万円 １億0,391万円

 【歳入項目の説明】
●町税　町民税や、会社の法人税など

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●繰入金　基金を取り崩して受け入れたもの

●その他 ( 自主財源 )　施設使用料や証明書発行

手数料、預金利子や前年からの繰越金など

●地方交付税　一定の住民サービスが出来るよう

に、各市町村の実情に応じて国から交付される

もの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担金

や補助金

●町債　道路など社会資本整備のための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金や

補助金

●その他 ( 依存財源 )　国から配分される地方譲

与税や利子割交付金、ゴルフ場利用税などの各

種交付金

 【歳出項目の説明】
●民生費　老人福祉や児童福祉、障がい者福祉な

ど、町が行う福祉事業全般にかかる経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●教育費　義務教育にかかる経費や、公民館活

動・保健体育活動など社会教育にかかる経費

●公債費　町債を毎年返済するための経費

●総務費　町の運営や財産の管理に使った経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、し

尿などの処理にかかる経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経費

や、防災にかかる経費

●農林水産業費　各種農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●災害復旧費　災害の復旧のための経費など
一般会計歳出総額

62億7,484万円

一般会計歳入総額

67億5,820万円

　上の一覧表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」によ

る指標で、財政健全化判断比率の４指標を用いて町財政の実態を明ら

かにします。

　本町では、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」については、一

般会計および特別会計で赤字額がないため、比率はありません。

　平成25年度の本町の財政状況は、上の一覧表から分かるように、

国が示した「早期健全化基準」および「財政再生基準」を下回ってお

り、健全な状態であると言えます。

区分
本町健全化
判断比率

早期健全化
基　　　準

財 政 再 生
基　　　準

備考

実 質 赤 字 比 率 ― 15.0 20.0 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字比率 ― 20.0 35.0 全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

実 質 公 債 費 比 率   7.7 25.0 35.0 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率

将 来 負 担 比 率 36.9 350.0 ― 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

繰入金
1億9,011万円
2.8%

その他
4億5,617万円

国庫支出金
14億4,699万円

町債
7億2,573万円

県支出金
4億4,160万円

その他
1億9,266万円
2.9%

6.8%
24%

76%

21.4%

10.7%

6.5%

自主
　 財源

依存財源

分担金・負担金
1億0,404万円
1.5%

町税
8億6,998万円
12.9%

地方交付税
23億3,092万円
34.5%

民生費
16億6,163万円
26.5%

土木費
10億5,159万円
16.7%

教育費
8億4,472万円
13.4%

公債費
8億0,335万円
12.8%

総務費
7億8,801万円
12.6%

衛生費
5億6,989万円
9.1%

消防費
2億5,509万円
4.1%

議会費
8,244万円
1.3%

商工費
3,253万円　0.5%

災害復旧費
0万円　0.0%

農林水産業費
1億8,559万円
3.0%
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９
月
26
日
（
金
）
本
町
で
の
平
成

26
年
度
の
１
０
０
歳
到
達
者
（
大
正

３
年
４
月
１
日
〜
大
正
４
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）
に
祝
状
な
ど
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
到
達
者
は
、
井
上
美
枝

子
さ
ん
（
谷
内
区
）、
大
隈
ス
ミ
さ

ん
（
早
川
区
）、
榊
ツ
ナ
子
さ
ん

（
町
内
施
設
入
所
）、
寺
本
ヨ
シ
子
さ

ん
（
同
）、
富
永
一
男
さ
ん
（
緑
町

区
）、
守
田
千
鶴
枝
さ
ん
（
下
田
口

区
）
の
男
性
１
人
と
女
性
５
人
で
、

合
わ
せ
て
６
人
（
あ
い
う
え
お
順
）。

　
贈
呈
で
は
、
奥
名
克
美
町
長
が
各

到
達
者
を
訪
問
し
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
を
伝
達
。
町

と
甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
奥
名

克
美
会
長
）
か
ら
の
祝
金
も
贈
り
ま

し
た
。

　９月30日（火）乙女小学校（岡本秀夫校

長113人）で、『熊本の心』公開授業および

道徳教育講演会が開催されました。

　同小は、平成26年度道徳教育郷土資料『熊

本の心』活用事業研究推進校に指定され、子

どもたちに郷土の素晴らしさを伝え、豊かな

心を育成することを目的として資料を活用し

た授業や集会活動などを行っています。

　この日は、資料を使った公開授業を実施し、

熊本機能病院顧問（総合支援センター長）の

山本行文さんの講演も開催されました。

　10月４日（土）町生涯学習センターで、「オー

タム・ジャズ・コンサート」が開催されました。

　同コンサートは、住民などに音楽を気軽で身近

に感じてもらうとともに、生の芸術に触れて感動

を共有することを目的に、町教育委員会が同セン

ター自主文化事業として主催。上揚区出身でギタ

リストの渡辺隆介さん、サックス奏者の中田博さ

ん、コントラバス奏者の小車洋行さんのトリオに

よるジャズ・コンサートに約170人が来場し、美

しいジャズの音色を堪能しました。

　３人はそれぞれに、九州を中心にさまざまな場

所で音楽活動を展開。同コンサートでは、ジャズ

の代表的な曲から、「星に願いを」や「ヘイ・

ジュード」などをジャズにアレンジした曲を披露

しました。

　来場者の中には、演奏中にノリの良いジャズの

テンポに足でリズムを刻む人や曲に合わせて手拍

子をする人もいて、会場は楽しい雰囲気に包まれ

芸術の秋を満喫しました。

国体競歩の部で見事に入賞
境競技者（上豊内区）が５位

100歳おめでとうございます
100歳到達者６人に祝状などを贈呈

児童の豊かな心を育てる
乙女小学校で『熊本の心』公開授業

▼5,000㍍競歩の部で、自己の記録を更新して５位に入賞した境競技者

▲乙女小での『熊本の心』を使った道徳の公開授業

▼

祝
状
や
記
念
品
な
ど
を
受
け
取
る
大
隈
ス
ミ
さ
ん
（
右
）

　
10
月
５
日
（
日
）
岩
下
の
大
井
手

川
周
辺
の
市
街
地
ほ
か
で
、「
甲
佐

蚤
（
の
み
）
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、

甲
佐
町
商
工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）

が
主
催
、
同
会
青
年
部
（
堀
田
高
志

部
長
）
が
実
施
。
町
内
外
か
ら
、
日

用
雑
貨
、
家
具
、
衣
料
品
、
陶
芸
、

飲
食
な
ど
68
団
体
が
出
店
し
ま
し
た
。

同
部
員
が
改
装
し
た
元
空
き
店
舗
で

は
、
改
装
作
業
時
の
写
真
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
に
空
き
家
・
空
き
店

舗
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
市
街
地
に
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
、
出
店
を
眺
め
な
が
ら
お
気

に
入
り
の
品
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　古閑区自治会（岡本篤幸会長41世帯）が、

「コミュニティ助成事業」を活用し、グラウ

ンド・ゴルフ関連の備品を整備しました。

　同助成事業は、住民が自主的に行うコミュ

ニティ活動の促進を図ることが目的。同会で

は、グラウンド・ゴルフを通した交流活性化

で、元気な地域づくりを目指しています。

　整備の経費は、一般財団法人自治総合セン

ターが宝くじの社会貢献広報事業の受託事業

収入を財源として実施する「コミュニティ助

成事業」で賄われました。

備品整備で地域活性化
古閑区自治会がコミュニティ事業で導入

▲整備した備品を使用してグラウンド・ゴルフで交流

ジャズの音色が響く秋の夜
町生涯学習センターでジャズ・コンサート

▲ギターの渡辺隆介さん（写真左）、コントラバスの小車洋行さん（中）、
サックスの中田博さん（右）の美しい演奏に耳を傾ける来場者

▼

日
用
雑
貨
や
飲
食
の
出
店
が
並
び
に
ぎ
わ
う
市
街
地

　
10
月
12
日
（
日
）
〜
22
日
（
水
）

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
２
０
１
４
」
に
、

境
慎
太
郎
競
技
者
（
熊
本
中
央
高

３
年
・
上
豊
内
区
）
が
出
場
し
活

躍
し
ま
し
た
。

　
境
競
技
者
は
、
21
日
（
火
）
諫

早
市
の
県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
た
陸
上
競
技
５，

０
０
０
㍍
競
歩
の
部
で
、
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
し
て
20
分
37
秒
05
の

タ
イ
ム
で
見
事
第
５
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　
境
競
技
者
は
６
月
に
開
催
さ
れ

た
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
南
九
州
地
区
予
選
に
出
場

し
て
22
分
６
秒
99
の
タ
イ
ム
で
優

勝
し
、
今
夏
の
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
に
出

場
す
る
な
ど
多
数
の
大
会

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
開
催
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
の
可
能
性
の
あ
る
県

関
係
の
将
来
有
望
な
選

手
を
集
中
的
に
育
成
・

強
化
し
、
多
く
の
出
場

者
を
生
み
出
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
県
教
育

委
員
会
が
選
出
す
る

「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
育
成
指
定
選
手
」

に
も
選
ば
れ
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

市街地を彩るマーケット
10月５日（日）「甲佐蚤（のみ）の市」を開催
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－23４－１１１3（内線１06）　klg204@town.kosa.lg.jp

有
害
鳥
獣
駆
除

町産業振興課　TEL096－23４－１１７6（内線155）　klg206@town.kosa.lg.jp

■
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す

　
有
害
鳥
獣
が
増
加
し
て
い
ま
す

本
町
で
は
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
、
カ
ラ
ス
、
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
を
見
掛
け
た
場
合
に
は
、

大
き
な
音
を
立
て
て
追
い
払
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、爆
竹
や
ロ
ケ
ッ

ト
花
火
な
ど
の
音
の
出
る
花
火
な
ど
も

有
効
で
す
。

●
駆
除
隊
が
銃
器
お
よ
び
わ
な
で
有
害
鳥

　

獣
を
駆
除
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
年
間
を
通
し
て
有
害
鳥

獣
駆
除
隊
に
よ
る
銃
器
お
よ
び
わ
な
で

の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま

す
。
駆
除
隊
に
よ
る
平
成
26
年
度
上
半

期
の
実
績
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
町
と
駆
除
隊
で
は
、
目
撃
情
報
や

被
害
報
告
を
基
に
町
内
の
見
回
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
カ
ラ
ス
、
サ

ル
な
ど
の
被
害
の
発
生
や
駆
除
の
要
望

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
産
業
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
駆
除
の
依
頼
を
受
け
て
も
す
ぐ
に

　
は
駆
除
で
き
な
か
っ
た
り
、
捕
ま
ら

　
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
５
）

男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－23４－１１４0（内線223）　klg202@town.kosa.lg.jp

娘 と 一 緒 に 過 ご す 時 間 を 少 し で も 作 り た い

■
育
児
に
は
げ
む
「
イ
ク
メ
ン
」
な

　
ど
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

　
男
性
の
皆
さ
ん
に
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」、「
育
爺
（
イ

ク
ジ
イ
・
孫
の
育
児
を
手
伝
う
お
じ
い

さ
ん
の
こ
と
）」、「
イ
ク
メ
ン
（
育
児

に
励
む
男
の
人
の
こ
と
）」
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
仕
事
が
忙
し
く
て
も
娘
と
の
楽
し

　
い
時
間
を
一
番
大
切
に
し
た
い

　「
お
父
さ
ん
に
な
っ
た
ん
だ
」。
あ
の

気
持
ち
か
ら
２
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。

今
で
は
そ
れ
な
り
の
言
葉
も
理
解
し
、

単
語
を
発
す
る
娘
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
パ
パ
と
マ
マ
の
気
持
ち
は
分
か
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　
娘
が
お
腹
の
中
に
い
る
と
分
か
っ
た

時
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
嬉
し
さ
が
あ

り
ま
し
た
。
名
前
は
何
に
し
よ
う
、
男

の
子
だ
ろ
う
か
女
の
子
だ
ろ
う
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
内
に

「
ギ
ャ
ー
」
と
産
ま
れ
ま
し
た
。
パ
パ

に
似
て
い
る
と
助
産
師
さ
ん
、
マ
マ
に

頑
張
っ
た
と
…
。
す
く
す
く
と
大
き
く

な
る
娘
に
自
分
も
頑
張
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　
毎
日
仕
事
が
遅
く
、
土
日
も
遊
ん
で

あ
げ
る
時
間
が
少
な
い
の
で
す
が
、
一

緒
に
過
ご
す
時
間
を
少
し
で
も
作
り
た

い
し
、
そ
れ
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　
家
事
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
妻
に
任
せ
っ

き
り
で
す
が
、
育
児
は
頑
張
る
気
持
ち

を
持
っ
て
い
ま
す
。
き
つ
く
て
も
娘
の

顔
を
見
れ
ば
ま
っ
た
く
苦
に
思
わ
な
い

の
で
す
。
い
つ
か
パ
パ
と
マ
マ
の
気
持

ち
が
分
か
る
日
が
来
た
と
き
は
、
い
っ

ぱ
い
話
を
し
た
い
…
そ
う
思
う
こ
の
頃

で
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

■
家
事
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
様
子

　
を
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
男
性
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
家
事
や

子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
様
子
を
ぜ

ひ
『
広
報
こ
う
さ
』
で
ご
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※�

応
募
す
る
際
は
、
写
真
お
よ
び
子
育

て
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を
町
総
務

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－23４－１１１3　（内線104）　klg106@town.kosa.lg.jp

■
接
骨
院
・
整
骨
院
の
受
診
時
の
　

　
注
意
点

●
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
る

　
ね
ん
ざ
や
打
撲
な
ど
の
外
傷
以
外

（
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
な
ど
）

で
は
国
民
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
の

で
、
柔
道
整
復
師
に
負
傷
の
原
因
を
正

し
く
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
同
じ
負
傷
で
の
重
複
受
診
に
注
意

　
同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
、
同
時
期
に

柔
道
整
復
師
の
施
術
と
医
師
の
治
療
を

重
複
し
て
受
け
た
場
合
は
、
原
則
と
し

て
、
柔
道
整
復
師
の
施
術
料
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内
容
を

　

よ
く
確
認
す
る

　
傷
病
名
や
施
術
内
容
、
回
数
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
「
療
養
費
支
給
申
請

書
」
は
施
術
を
受
け
る
際
に
し
っ
か
り

内
容
を
確
認
し
て
署
名
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
領
収
書
は
必
ず
保
管
し
、
医

療
費
通
知
が
届
い
た
ら
内
容
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
相
違
が
あ
る
場
合
は
、
町

住
民
生
活
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
鍼
灸
（
し
ん
き
ゅ
う
）
院
の
受
診
時
の

　
注
意
点

　
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術

を
受
け
る
と
き
は
、
医
師
の
同
意
が
あ
っ

た
場
合
に
限
っ
て
国
保
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
施
術
時
に
一
旦
全
額
を
支
払
い
、
申

請
し
て
審
査
で
決
定
さ
れ
れ
ば
一
部
負
担

金
分
を
除
い
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
鍼
灸
（
し
ん
き
ゅ
う
）
師
な

ど
が
患
者
に
代
わ
っ
て
保
険
者
に
請
求
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
は
り
・
き
ゅ
う
で
の
保
険
利
用

　
は
り
・
き
ゅ
う
で
は
、
神
経
痛
や
リ
ウ

マ
チ
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
な
ど
の
慢
性
的

な
痛
み
の
あ
る
病
気
は
保
険
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
医
師
の
同
意
書
が
な
い
場
合
や
同

一
疾
患
に
て
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て

い
る
場
合
は
保
険
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
の
保
険
利
用

　
筋
肉
ま
ひ
や
関
節
拘
縮
な
ど
で
、
医
療

上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
国
保
が
使
え
ま
す
が
、
医
師
の
同
意

書
が
な
い
場
合
や
疲
労
回
復
や
慰
安
が
目

的
の
場
合
は
使
え
ま
せ
ん
。

有害鳥獣から農作物を
守るため駆除隊が活動

有 害 鳥 獣 の 駆 除 に 取 り 組 む 駆 除 隊 の 皆 さ ん

接骨院･整骨院･鍼灸（しん
きゅう）院に正しくかかろう

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

■
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

　
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日

（
水
）
か
ら
９
月
30
日
（
火
）
ま
で
の

間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
12
月
31
日

（
金
）
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族

宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ア
ル
の
ご
案
内

▼
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ア
ル

・
ナ
ビ
ダ
イ
ア
ル

　
TEL
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

・「
０
５
０
」
か
ら
始
ま
る
電
話
で
掛

　
け
る
場
合

　
TEL
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

▼
受
付
時
間

・
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
ご

　
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
期
限

　
平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）

社会保険料控除証明書が
今月から送付されます

控 除 証 明 書 は 確 定 申 告 な ど の 際 に 必 要 で す

地区名
鳥獣種

イノシシ シカ カラス サル

宮内 ６ １

23

１

甲佐 ６ ０ ０

竜野 21 ５ ０

乙女 １ ０ ０

白旗 ５ ２ ０

合計 39 ８ 23 １

【平成26年度有害鳥獣駆除隊活動実績】

※平成26年４月〜９月の実績 単位：頭（羽）

家事や子育てに奮闘
する男性をご紹介⑨
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　　　くのおすすめする本は　
　　　『親友のたのみ』という
本です。この本はある青年とそ
の親友の話です。
　とあるマンションに住んでい
た青年が夜自宅で仕事をしてい
ると11時頃玄関のブザーが
鳴った。青年が玄関のドアを開
けるとその青年の親友が立って
いた。この親友とは中学、高校
と同級でそれ以来ずっと親しい

仲だった。
　親友はた
のみがある
と言うが、
青年は仕事
がいそがし
く「明日に
してくれ。」
とことわっ

た。
　するとしばらくした午前１時
に青年のもとに電話がなった。
青年が電話にでると、さっきの
親友の親だった。「あの…息子
が死にました。」と言うのだ。
青年はすぐ親友の家に向かった。
　親友の親から話を聞いたら、
不思議なことに親友の亡くなっ
た時間と青年の家に来た時間が
ほぼ同じということがわかった。
　次の日の夜、青年が親友のお

通夜に行ったあと家にいるとブ
ザーが鳴り、幽霊になった親友
がまたあらわれた。そして、
「ぼくは事故で死んだんじゃな
い。殺されたんだ。」と言った。
　会社での事件にまきこまれて、
殺されてしまった親友のたのみ
をきいて犯人を追いつめていく
という話です。意外な結末がお
もしろかったです。

ぼ R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『親友のたのみ』（星 新一著）

岩村 颯士くん

〔緑町区〕

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　klg110@town.kosa.lg.jp

その若者には見たくないものが

視えた。他人の「死」が「運

命」が…。幼いころに両親と妹

を亡くした木山慎一郎には、友

人も恋人もいない。１日中働き

夜寝るだけで、夢も自信も持て

ない孤独な人生だった。その日

までは…。「愛」と「死」と「選

択」が巡る、人間の「運命」の

物語。慎一郎の「決断」が心を

揺さぶるおすすめの１冊です。

新潮社

小説

人間の「運命」が視える青年の物語
百田 尚樹著 /『フォルトゥナの瞳』

頑張る本屋さんのお仕事ぶりを描く
なかや みわ作 /『どんぐりむらのほんやさん』

来年の年賀状は個性のある絵手紙で
絵手紙いずみの会編 /『絵手紙の年賀状2015版』

ひつじ年のテーマに沿った、個

性あふれる楽しい年賀状作品を

数多く収録。郷土玩具やだるま、

花、野菜、果物、書の年賀状な

どさまざまな種類を掲載してい

ます。写真付きで書き方が紹介

されているので、絵手紙初心者

にもとても分かりやすくなって

いておすすめです。来年の年賀

状は、味わい深い絵手紙にチャ

レンジしてはいかがでしょうか。

日賀出版社

教育・娯楽

本場・スコットランドからウイ

スキーづくりの技術を持ち帰っ

た男・竹鶴政孝。そして、かの

地で運命的に出会い、彼を支え

続けた妻・リタ。日本のウイス

キー誕生の軌跡を、英国人研究

者が日英での綿密な取材を基に

丹念に描いたノンフィクション。

ＮＨＫのドラマ「マッサン」の

モデルである２人の、波乱の生

涯が読者の胸に迫ります。

ＮＨＫ出版

一般書

日本とスコッチはこうして出会った
オリーヴ・チェックランド著 /『マッサンとリタ』

どんぐりむらシリーズ第５弾の

お仕事は本屋さん。本が大好き

で読書家の「てんちょう」は、

いつもおきゃくさまにぴったり

の本をみつけてあげて、みんな

によろこばれています。日曜日

には、おはなし会が開かれて楽

しいおはなしが始まったのです

が…。本のもつ力、本の楽しさ

がたくさんつまった絵本。読み

聞かせにも、ぜひどうぞ。

学研教育出版

児童書

　
10
月
１
日
（
水
）
安
津
橋
健

康
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
「
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
」
で
、

第
２
回
町
民
大
学
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
35
人
が
参
加
し
た
大
会
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
打
ち
慣
れ
た

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
勢
い
良
く
ボ
ー

ル
を
叩
き
、
３
コ
ー
ス
を
回
り

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
中
に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
出
し
て
歓
声
を
上
げ
る
参
加

者
も
い
て
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
下
、
に
ぎ
や
か
に
交
流
し

な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

●
上
位
入
賞
者

○
男
性

１
位
　
渡
邊
法
明
（
岩
下
一
区
）

２
位
　
藤
生
信
教
（
同
一
区
）

３
位
　
井
芹
輝
雄
（
有
安
区
）

○
女
性

１
位
　
井
芹
榮
子
（
有
安
区
）

２
位
　
荒
木
ト
ミ
子
（
下
豊
内
区
）

３
位
　
門
内
ツ
ル
子
（
府
領
区
）

　
10
月
21
日
（
火
）、
公
民
館

主
催
講
座
「
郷
土
の
歴
史
を
訪

ね
て
」
を
開
催
し
、
八
代
市
東

陽
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
参
加
者
21
人
は
、
石
橋
の
博

物
館
で
あ
る
石
匠
館
や
生
姜
の

里
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
東
陽
町
が
発
祥
の
地
で
あ
る

種
山
石
工
は
、
江
戸
時
代
後
期

か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
各
地

に
石
橋
を
架
け
た
石
工
集
団
で
、

緑
川
流
域
に
も
種
山
石
工
が

造
っ
た
橋
が
80
近
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
生
姜
の
里
で
は
、
出
荷
前
の

袋
詰
作
業
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
特
産
品
で
あ
る
生
姜
は
年

間
１，

７
０
０
㌧
生
産
さ
れ
、

全
国
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▼

第
２
回
町
民
大
学

郷
土
の
歴
史
を
訪
ね
て

▼

公
民
館
主
催
講
座

▲交流を深めながらグラウン

ド・ゴルフを楽しむ参加者

青年の前に、車にはねられて死んだはず
の親友が現れた。彼は会社に金の使いこ
みのぬれぎぬを着せられて殺されたと言
うのだが…。「ちょっと長め」の傑作。

今月の案内人

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間
▲東陽町に流れる河俣川に架か

る種山石工が造った笠松橋

▲

町民大学のご案内

　講演会「相続と終活について」

町民大学では、講演会「老後の不

安を解消する相続や終活につい

て」を開催します。たくさんの皆

さんのご来場をお待ちしています。

●開催期日

　11月12日（水）午前10時

●会場

　町生涯学習センター研修室

●講演

　演題「老後の不安を解消する相

続や終活について」

●講師

　岡村泰さん（ＫＫ大成財産コン

サルタンツ相談員）

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

●人権について知りましょう

　人権とは、人種や民族、性別を超

えて誰にでも認められる基本的な権

利であり、私たちが幸せに生きるた

めのものです。現在も人権をめぐる

さまざまな問題が生じています。

●女性の人権

　人は誰でも、人として尊重され、

それぞれにふさわしい環境の下で人

間らしく生きる権利を持っています。

これは男性であろうと女性であろう

とすべての人に与えられた権利です。

　ところが、歴史の中で、長い間女

性は男性より低い存在と見られてき

ました。女性の地位はかなり向上し

ましたが、なおも女性であることで、

差別に悩み人権を侵害されるたくさ

んの女性が存在します。

　法制度上では女性の人権を守るさ

まざまな動きがありますが、現実に

は女性の就業環境、家事・育児・介

護の負担、セクシュアル・ハラスメ

ント ( セクハラ )、ドメスティック・

バイオレンス ( ＤＶ ) など、さまざ

まな問題があります。

　この背景には、固定的な性別役割

分担意識などの考え方が、いまだに

払拭（ふっしょく）されていない状

況があるからではないでしょうか。

具体的には「男は仕事、女は家庭」

や「育児や介護は女の仕事」、ある

いは「女らしさ」の強要など、私た

ちの社会や日常生活の中にまだまだ

根強く残っています。

〜公益財団法人人権教育啓発推進セン

ター・ホームページより引用〜

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　klg110@town.kosa.lg.jp
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❖
が
ん
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
知
っ

　
て
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

●
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
　

　「
が
ん
」
で
す

　
現
在
わ
が
国
に
お
け
る
主
要
死
因
の

第
１
位
は
、が
ん（
悪
性
新
生
物
）で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
56
年
以
来
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
日
本
人
の
年
間
死
亡
者
数
約

１
２
０
万
人
の
う
ち
、
が
ん
に
よ
る
死

亡
者
数
は
約
36
万
人
で
す
の
で
、
約
３

人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
主
な
発
生
部
位
に
つ
い
て
最
近
の
死

亡
率
・
死
亡
数
割
合
を
見
て
み
る
と
、

男
性
は
第
１
位
・
肺
が
ん
、
第
２
位
・

胃
が
ん
、
第
３
位
・
大
腸
が
ん
。
女
性

は
第
１
位
・
大
腸
が
ん
、
第
２
位
・
肺

が
ん
、
第
３
位
・
胃
が
ん
で
す
。
が
ん

は
、
依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
を
み
せ

て
い
ま
す
。

●
が
ん
細
胞
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
か

　
私
た
ち
の
体
は
、
約
60
兆
個
の
細
胞

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
毎
日
数
千
億
の

細
胞
が
死
ぬ
と
と
も
に
、
細
胞
分
裂
を

し
て
新
し
い
細
胞
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
細
胞
分
裂
で
は
、
細
胞
を
作
る
た
め

の
設
計
図
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
正
確
に
コ

ピ
ー
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

コ
ピ
ー
の
時
に
ミ
ス
が
起
き
て
し
ま
う

と
、突
然
変
異
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
突
然
変
異
を
起
こ
し
た
細
胞

の
多
く
は
死
に
ま
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
特

定
部
分
に
異
状
が
起
こ
る
と
、
細
胞
は

死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
止
め
ど
な

く
分
裂
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
「
死
な
な
い
細
胞
」
が
、
が

ん
細
胞
で
す
。

　
最
近
の
研
究
で
は
、
健
康
な
人
で
も

１
日
に
５，

０
０
０
個
の
が
ん
細
胞
が

で
き
て
い
て
、
毎
日
免
疫
細
胞
の
働
き

に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
免
疫
細
胞

が
た
っ
た
１
個
の
が
ん
細
胞
を
見
逃
す

と
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
分
裂
し
て
が
ん

と
い
う
病
気
に
な
り
ま
す
。

●
が
ん
は
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
病
気
　

　
検
診
を
受
け
て
危
険
を
減
ら
そ
う

　
ど
ん
な
に
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
て
も
、
が
ん
に
な
る
恐
れ
は
あ
り
ま

す
。
が
ん
が
で
き
る
原
因
が
10
と
す
る

と
、
３
が
た
ば
こ
、
３
が
た
ば
こ
以
外

の
生
活
習
慣
、
残
り
の
４
は
人
間
に
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
が
ん
を
防
ぐ
た
め
に

は
が
ん
検
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
が
ん
細
胞
の
大
き
さ
は
１
㍉
の

１
０
０
分
の
１
で
す
。
が
ん
の
大
き
さ

が
１
㌢
に
な
る
に
は
、
10
億
個
の
が
ん

細
胞
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
検
査
で

発
見
で
き
る
１
番
小
さ
な
が
ん
の
大
き

さ
が
１
㌢
で
す
。
検
査
で
発
見
で
き
る

大
き
さ
に
な
る
ま
で
に
は
、
10
年
以
上

の
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
早
期
が
ん
は
、
２
㌢
く
ら
い
ま
で
の

も
の
を
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

１
〜
２
㌢
の
う
ち
に
見
つ
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
１
㌢
の
が
ん
が
２
㌢
に
な

る
た
め
の
時
間
は
、
約
１
年
半
で
す
。

早
期
に
発
見
で
き
る
時
間
は
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
検
診
を
１
〜
２
年
ご
と
に

受
け
な
け
れ
ば
、
が
ん
を
早
期
に
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
検
診
を
受
け
早
期

に
発
見
で
き
れ
ば
、
が
ん
で
死
亡
す
る

危
険
を
50
〜
20
㌫
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
町
で
は
今
月
に
が
ん
検
診
を
実
施
し

　
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
を

　
町
で
は
、
今
月
に
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

　
４
月
に
配
布
し
た
「
健
診
希
望
調
査

票
」
で
が
ん
検
診
を
希
望
し
た
皆
さ
ん

に
は
、検
診
セ
ッ
ト
が
届
き
ま
す
。「
調

査
票
」
に
て
希
望
し
て
い
な
く
て
も
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば

検
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

　
年
に
１
度
の
が
ん
検
診
を
利
用
し

て
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

あ
ゆ
み
だ
よ
り

がん の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

日本人の死因で１番多い「がん」。

どんなに健康に心掛けている人で

もかかる可能性がある怖い病気で

す。しかし、がん検診を定期的に

受診することでがんの早期発見・

治療開始ができますので、皆さん

も検診を受けに行きましょう。

今月の「あゆみだより」は

木村 真澄 保健師 

が
ん
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

毎
年
の
検
診
で
危
険
性
を
減
ら
そ
う

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

５日（水） 戸外遊び

７日（金） 製作遊び

10日（月） ままごと遊び

12日（水） 誕生会（要予約）

14日（金） 散歩（牛舎見学）

17日（月） お絵かき遊び

19日（水） おやつ作り

21日（金） 砂場遊び

26日（水） 園外活動（カントリーパーク）

28日（金） シール遊び

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

11・12月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　11月20日（木）　午前９時

　　12月18日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　11月20日（木）　午前10時

　　12月18日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　12月５日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　11月４日（火）　午後１時

　　12月２日（火）　午後１時

　 ２歳児よい歯の健診

　　11月28日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　11月４日（火）　午後１時20分

　　12月２日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　11月11日（火）　午後１時30分

大滝 莉
り り

里 ちゃん（10か月）

　父・祐輔 さん　母・美里 さん

　（横田区）

　早く歩けるように

　　　　　なりたいなぁ…♡

上野 冬
と う ま

眞 くん（10か月）

　父・将司 さん　母・未暁 さん

　（横田区）

　脩人兄ちゃん大スキ♡
　元気に育ってね！！　

豊田 陽
は る と

翔 くん（10か月）

　父・祐也 さん　母・明香 さん

　（下豊内区）

　お兄ちゃん、

　いつも遊んでくれてありがとう♡

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

  町総合保健福祉センター

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

７日（金） お餅つきに参加しよう

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）
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■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　klg110@town.kosa.lg.jp

山出の大武神社の歴史は、約

850 年前の平安時代の武将・鎮西

八郎為朝までさかのぼります。

３年のうちに九州を平らげ、

雁回山から白羽の矢を放ち、落ち

た所を白旗山とし、山の麓（山出）

に同社を建て、「いくさの神」と

して信奉しました。

約 450 年前の戦国時代の武将・

甲斐宗運は、同社を厚く信奉する

性格とともに用心深さも併せ持っ

ていました。当時、糸田で薩摩の

島津氏の侵攻を防ぐ役割を担って

いた井芹一族 70 人を、内通者が

いると疑い全員殺害してしまいま

した。しかし宗運は後に一族には

その心がなかったことを知って大

変後悔し、同社に「獅子舞」を奉

納し一族の霊を弔うことにしまし

た。獅子と猿を島津氏と相良氏に

模した「獅子舞」は現在まで続き、

「山出の獅子舞」として奉納され

ています。

このような伝統芸能の継承は、

後継者の減少で厳しい現状にあり

ますが、10 月の獅子舞にて「自

分たちがちゃんと守っていく」と

言う高校生の力強い声を聞き、伝

統を守る大切さを自然と声に出せ

る若者の姿に少し安堵（あんど）

しました。

甲佐町の文化財探訪　〜第 18 回〜

「大武神社と獅子舞」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
大
武
神
社
の
伝
統
の
獅
子
舞

お問い合わせ先一覧

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111
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▼
実
施
期
間

　
11
月
９
日
（
日
）
〜
15
日
（
土
）

▼
防
火
標
語

　
も
う
い
い
か
い�

火
を
消
す
ま

で
は�

ま
あ
だ
だ
よ

▼
住
宅
防
火
・
命
を
守
る
７
つ
の

　

ポ
イ
ン
ト

　
住
宅
火
災
を
予
防
す
る
た
め

に
、
次
の
３
つ
の
習
慣
と
４
つ
の

対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
止
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・�

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
作
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・�

町
消
防
団
（
事
務
局
・
町
総
務

課
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
４
１
）

　
k

lg
2
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・�

上
益
城
消
防
本
部

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　

お
名
前　
　
　
　
　

ご
住
所

・
高
崎
　
健
太
郎
様
　
神
奈
川
県

・
西
山
　
政
道
様
　
　
大
阪
府

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
３
２
０，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
10
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待

（
殴
る
、
蹴
る
な
ど
）、
性
的
虐
待

（
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的

行
為
を
見
せ
る
な
ど
）、
ネ
グ
レ

ク
ト
（
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事

を
与
え
な
い
な
ど
）、
心
理
的
虐

待
（
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
ふ
る

う
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
止
ま
な
い
と

き
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
激
し
く
揺
さ

ぶ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
す

か
。
そ
う
す
る
と
頭
（
脳
や
網

膜
）
に
損
傷
を
受
け
重
い
障
害
が

残
っ
た
り
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
赤
ち
ゃ

ん
を
安
全
な
場
所
に
寝
か
せ
、
そ

の
場
を
少
し
の
間
で
も
離
れ
て
自

分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
へ

連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・�

町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
３
）

　
k

lg
2
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・�

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　
k

lg
1
1
3
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・�

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ア
ル

　
TEL
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
０
０
０

　
12
月
４
日
（
木
）
〜
10
日
（
水
）

は
、
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　
同
週
間
は
、
憲
法
で
保
障
す
る

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
町
民
の
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
同
実
行
委
員
会
、
町
、
町

教
育
委
員
会
が
町
民
集
会
や
啓
発

パ
レ
ー
ド
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
特
設
人
権
相
談
で
は
、
人
権
問

題
や
家
庭
内
の
問
題
、
そ
の
ほ
か

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
事
や
心
配
事
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
人
権
相
談
・
日
時

　
12
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時
〜

正
午

▼
会
場

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
町
民
集
会
・
日
時

　
12
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
５
９

　
k

lg
1
1
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
人

権
意
識
を
高
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
行
う
法
務

大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　
10
月
１
日
付
け
で
新
た
に
委
嘱

さ
れ
た
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
町
人
権
擁
護
委
員

・
新
任
　
岩
永
美
智
子
さ
ん
（
上

　
早
川
二
区
）

・
再
任
　
芦
原
博
幸
さ
ん
（
糸
田

　
区
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
２
）

　
k

lg
1
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

ｉ
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解

決

す

べ

き

問

題

で

す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の

相

談

相

手

で

す

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

12
月
４
日
（
木
）
〜
10
日

（
水
）
は
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 210,460 9,680 19,680

資 源 ご み 21,850 △7,320 △3,310

粗 大 ご み 6,840 1,700 2,760

合 計 239,150 4,060 19,130

※単位・㌔ 

      environmental preservation doctor

町税などの滞納処分（９月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ３件

動 産 差 し 押 さ え 28点

債 権 差 し 押 さ え １件

交 付 要 求 ０件

公 売 代 金 7,002円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 13 （△ 15）

死 者 ０ （△２）

傷 者 16 （△ 17）

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△２）

合計件数 ０ （△２）

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

11月２日 谷 田 病 院 TEL 096-234-1248

11月９日 小 屋 迫 医 院 TEL 096-234-0165

11月16日 荒 瀬 病 院 TEL 096-234-1161

11月23日 谷 田 病 院 TEL 096-234-1248

11月30日 甲 佐 眼 科 TEL 096-235-5600



▼
任
命
期
間

　
平
成
27
年
８
月
下
旬
〜
10
月

※
調
査
の
内
容
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

　
は
、
町
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　（
内
線
２
３
３
）

　
k

lg
1
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
県
で
は
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る

学
習
や
自
然
観
察
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
考
え

る
「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と
セ
ミ

ナ
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
募
集
案
内
や
申
込
書
な
ど
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　
11
月
15
日
（
土
）、
12
月
６
日

（
土
）、
平
成
27
年
１
月
10
日
（
土
）、

31
日
（
土
）

▼
会
場

　
県
立
大
学
、
荒
尾
干
潟
ほ
か

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
自
然
保
護
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
４

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
の
補
充
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希

望
す
る
人
は
、
期
日
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

　
立
岩
団
地
３
戸（
す
べ
て
２
階
）

▼
募
集
期
限

　
11
月
21
日
（
金
）

▼
入
居
時
期

　
平
成
27
年
１
月
（
予
定
）

▼
入
居
資
格

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
、
同
居
の

　
親
族
が
あ
る
こ
と

・
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
単
身
入
居
の
場
合
は
、
①
〜
④

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

　
①
昭
和
30
年
１
月
１
日
以
前
生

　
　
ま
れ
の
人

　
②
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
４

　
　
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
　
人

　
③
生
活
保
護
法
の
非
保
護
者

　
④
そ
の
他

・
世
帯
の
収
入
の
合
計
が
政
令
で

　
定
め
る
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
申
込
者
が
募
集
戸
数
よ
り
も
多

　
い
場
合
は
、
抽
選
で
入
居
を
決

　
定
し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　（
内
線
１
６
２
）

　
k

lg
2
0
9
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
子
ど
も
を

狙
っ
た
変
質
者
が
多
く
出
没
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
「
い
か
の
お
す
し
」
の
防
犯

指
導
を
し
て
、
被
害
を
事
前
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

○
「
い
か
の
お
す
し
」

・
知
ら
な
い
人
に
付
い
て
「
行
か
な

　
い
」
の
「
い
か
」

・
知
ら
な
い
人
の
車
に
「
乗
ら
な

　
い
」
の
「
の
」

・
助
け
て
と
「
大
き
な
声
を
出
す
」

　
の
「
お
」

・
怖
か
っ
た
ら
大
人
の
い
る
方
に

　
「
す
ぐ
逃
げ
る
」
の
「
す
」

・
ど
ん
な
人
が
何
を
し
た
か
、
家
の

　
人
に
「
知
ら
せ
る
」
の
「
し
」

　
被
害
に
遭
っ
た
り
、
不
審
者

（
車
）
を
見
か
け
た
時
は
、
車
の
ナ

ン
バ
ー
の
確
認
と
と
も
に
、
に
す
ぐ

に
１
１
０
番
通
報
ま
た
は
御
船
警
察

署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
　

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
平
成
26
年
度
産
業
文
化
祭
を
11

月
９
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

　
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
11
月
９
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場

　
町
役
場
北
側
広
場
、
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」、
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
農
業
祭

　
本
町
産
の
農
産
物
の
即
売
会
、

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
ミ
カ
ン

の
つ
か
み
取
り
、
搾
り
た
て
牛
乳

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

●
商
工
祭

　
ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
餅
投
げ
、

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
使
用
し
た
鍋

の
１，

０
０
０
人
無
料
配
布
な
ど

●
文
化
祭

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
文
芸
術
作
品
の
展

示
お
よ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
11

　
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

　
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
５
）

　
k

lg
2
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
11
月
13

日
（
木
）
に
無
料
登
記
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈

与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

▼
日
時

　
11
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除

　
き
ま
す
。

▼
場
所

　
御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　
児
童
虐
待
や
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
り
、
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
保

護
者
に
代
わ
っ
て
育
て
る
人
を

「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
新
た
に
「
里
親
」
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
里
親
」
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
里
親
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
や
里
親
を

希
望
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
11
月
11
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分▼
会
場

　
県
上
益
城
地
域
振
興
局

▼
内
容

　
制
度
の
説
明
、
個
別
相
談

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
８

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む

す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る

日
本
の
未
来
を
作
る
た
め
に
必
要
な

調
査
で
す
。
町
で
は
、「
国
勢
調
査

員
」
と
し
て
統
計
業
務
に
理
解
と
熱

意
を
持
っ
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
20
歳
以
上
の
人

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

11月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  甲佐中体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

　甲佐中武道館「甲心館」

　月・水・金曜日　午後７時

●卓球

　町生涯学習センター

　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

　緑川グラウンド　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

　甲佐小体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

　白旗小体育館　火曜日　午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL 096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

11
月
９
日
（
日
）
平
成
26
年
度

産

業

文

化

祭

を

開

催

登
記
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
る
無
料
相
談
所
を
開
設

ｅ
開
催

平
成
26
年
度
里
親
制
度
説
明
会

の
開
催
〈
11
月
11
日
（
火
）〉

スポーツ

　 　
　10月19日（日）町生涯学習セ
ンターを発着として、甲佐町健
康づくりウォーキングが開催さ
れました。
　住民の健康増進への取り組み
として運動の機会を増やすこと
を目的に、町教育委員会が主催。
緑川沿いを歩く約６㌔のコース
を32人が軽快に歩きました。
　コース途中の西寒野でミカン狩
りも体験した参加者はミカンを食
べて乾いたのどを潤しました。

●10月19日（日）健康づ

くりウォーキングを開催

ｒ
募
集

平

成

27

年

国

勢

調

査

の

調

査

員

を

募

集

し

ま

す

ｃ
く
ら
し
安
全

子
ど
も
を
守
る
「
い
か
の
お
す

し

」

の

防

犯

指

導

を

町
営
住
宅
（
立
岩
団
地
）
の

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

生
物
多
様
性
く
ま
も
と
セ
ミ

ナ
ー
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て
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Monthly Information Monthly Information

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～11月～
 Event

●甲佐町産業文化祭作品展

▼期間　11月７日（金）～30日（日）

くらし安全「幼児交通安全クラブが交通安全啓発」・「下横田区自主防災訓練」

Topics

●お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096 ‐ 234 ‐ 2447　klg110@town.kosa.lg.jp

▲

10
月
の
展
示
会

　「
乙
女
小
学
校
全
学
年
の
作
品
」

■交通安全グラウンド・ゴルフ大会

　９月 30 日（火）安津橋健康広場グ
ラウンド・ゴルフ場「グリーンパル
甲佐」で竜野保育園（吉本征一郎園
長 88 人）の園児 37 人が、秋の交通
安全運動の一環として甲佐町交通安
全協会が主催の交通安全グランドゴ
ルフ大会の参加者に、交通安全を促
すメッセージカードを手渡しました。
　同園では、保護者で結成した「幼

児交通安全クラブ」が園児に交通
ルールの大切さやマナーを伝えるこ
とを目的に、毎年自作の劇を演じる
活動などを行っています。
　今回は、同クラブで考案した交通
安全標語のチラシなどを作成。園児
たちは、「車の運転をするときは、
必ずシートベルトをしましょう」な
どのメッセージカードを大会参加者
に配布しました。

●下横田区自主防災訓練

　10 月５日（日）下横田公民館で、
下横田区（市下克幸区長２１０世帯）
自主防災会主催による防災訓練が実
施されました。
　区民の防災意識の向上と災害への
対処方法の習得を目的に、同区民約
30 人が参加し、災害発生時に備え

ておくべき訓練を実施しました。
　参加者によるワークショップで
は、同区が経験したことのない大雨
に遭ったという想定の下、どのよう
な行動をとるべきか、どのルートで
避難するかなど地図を使って班ごと
に話し合いました。
　そのほか、上益城消防署の救命士
による緊急時の応急手当の方法の講
習や、災害時を想定した炊き出しの
訓練なども行われました。

▼

地
図
上
で
災
害
発
生
時
の
避
難
経

　
路
な
ど
を
想
定
す
る
参
加
者

▲

手
作
り
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
参

　
加
者
に
手
渡
す
竜
野
保
育
園
園
児

ゴールキーパー頑張るぞ！！

佐野 拓翔くん

（上豊内区）

サッカー教室
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10月19日（日）に開催された龍野地区敬老会（龍野小学校体育館）

 

［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　濯
ぎ
干
す
白
き
シ
ー
ツ
の
ひ
る
が
え
り
赤
蜻
蛉
の
影

秋
を
連
れ
来
る 

上
村
　
か
ず

幾
百
の
花
を
朝
々
咲
か
せ
て
は
癒
し
て
く
る
る
「
伊

勢
の
花
火
」
よ 

緒
方
　
明
美

蒼
々
と
水
た
た
え
た
る
浮
島
の
湖
畔
に
立
て
ば
こ
こ

ろ
安
ら
ぐ 

森
田
　
房
恵

彼
岸
花
棚
田
一
面
咲
き
誇
り
季
節
の
変
化
教
え
て
く

る
る 

吉
永
由
紀
子

幼
日
に
奪
い
合
い
せ
し
柿
の
実
も
今
で
は
鳥
の
餌
と

な
り
た
り 

上
村
や
す
美

秋
め
き
て
賑
わ
う
町
の
夜
祭
り
に
夫
の
車
椅
子
息こ

子

は
押
し
行
け
り 

内
山
タ
ミ
エ

山
栗
の
落
ち
し
野
道
に
出
逢
え
れ
ば
胸
は
弾
み
ぬ
幼

の
ご
と
く 

塚
本
　
俊
子

八
十
路
ゆ
く
ふ
た
り
は
疲
れ
こ
の
坂
を
登
れ
ば
や
が

て
ゴ
ー
ル
も
近
い 

塚
原
　
暁
益

散
歩
路
に
咲
き
盛
り
い
る
彼
岸
花
秋
の
訪
れ
教
え
て

く
る
る 

赤
星
　
文
子

澄
み
渡
る
清
し
き
秋
の
夜
の
空
に
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

の
高
々
と
照
る 

赤
星
　
延
子

絵
日
傘
を
く
る
く
る
回
す
踊
り
子
に
老
い
等
の
拍
手

喝
采
や
ま
ず 

松
本
ぬ
い
子

頂
き
し
熟
れ
無
花
果
に
亡
き
母
と
食
せ
し
日
々
の
思

い
出
さ
る
る 

内
田
乃
武
子

久
々
に
訪
ね
し
那
覇
の
居
酒
屋
に
娘
夫
婦
と
泡
盛
を

酌
む 

渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
腰
」

立
つ
だ
け
に
号
令
が
い
る
膝
と
腰 

早
　
　
彦
喜

ど
っ
こ
い
し
ょ
号
令
掛
け
て
立
ち
屈
み 

　
古
閑
チ
ヨ
ミ

腰
痛
を
庇
う
足
取
り
日
々
増
え
る 

　
本
田
長
久
子

米
寿
の
宴
尽
き
ぬ
祝
詞
に
腰
も
伸
び 

　
布
田
　
愛
子

　
　
　「
転
ぶ
」

自
分
史
に
転
ん
だ
こ
と
は
書
い
て
な
い 

清
川
み
ど
り

転
ぶ
な
と
天
よ
り
亡
夫
の
声
が
す
る 

松
本
ぬ
い
子

転
ぶ
な
よ
手
を
つ
な
ご
う
と
親
心 

林
　
　
雅
之

強
が
っ
て
転
ん
だ
父
が
苦
笑
す
る 

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

　
　
　［
特
別
投
句
］

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
地
方
創
生
頑
張
ら
に
ゃ 

奥
甲
佐
町
長

名
　
克
美

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
米
も
旨
か
し
水
も
良
か 

村
甲
佐
町
文
化
協
会
長

上
　
邦
生

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
殿
の
気
分
で
鮎
料
理 

西
仁
田
子
地
区
老
人
会
長

田
　
安
幸

　
　
　［
会
員
投
句
］

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
だ
っ
て
貴
方
の
住
む
と
こ
ろ 

廣
田
み
ど
り

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
東
京
弁
で
里
帰
り 

下
山
　
千
恵

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
簗
の
川
風
日
本
一 

松
本
　
梅
香

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
初
恋
の
人
思
い
出
し 

志
垣
　
　
光

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
良
か
人
ば
か
り
住
ん
ど
ら
す 

佐
藤
　
　
葵

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
住
む
と
住
む
し
こ
味
の
有
る 

北
畑
　
公
美

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
鮎
と
人
情
負
け
は
せ
ん 

木
村
　
陽
菜

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
甲
佐
音
頭
で
輪
に
な
っ
て 

布
田
か
ん
な

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
星
が
綺
麗
よ
嫁
に
来
な 

平
井
や
よ
い

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
歴
史
が
語
る
簗
の
町 

長
原
　
産
賀

甲
佐
だ
ー
い
好
き
　
他よ

そ所
さ
ん
嫁
り
と
う
は
無
ァ 

北
川
　
直
美

う
た
ご
よ
み
　
～ 

霜
月 

～

 住　所 氏　名 性別 保護者

下横田　内田　凪
な ぎ と

人　男　壮　志

上早川　木村　潤
じゅんぺい

平　男　亮　介

緑　町　榮　優
ゆ い か

衣香　女　章　二

仁田子　前田和
わ か な

花奈　女　隆　光

西寒野　姉川　玲
れ い な

那　女　祐　矢

緑　町　赤㟢　龍
り ゅ う と

斗　男　龍　太

安　平　志免　希
の の か

颯　女　充　紀

中横田　谷㟢琉
る る あ

々亜　女　祐　介

豊　内　越智創
そ う し ろ う

志郎　男　　新　

田　口　上村　詩
し お ん

音　女　鴻　幸

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,367 13

女 5,963 ９

計 11,330 22

世帯数 4,285 ５

平成26年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひ と の 動 き （敬称略）

９月10日（月）～10月10日（金）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①サツマイモはきれいに洗って、

皮付きのままゆでましょう。

②サツマイモに火が通ったら、

皮をむきます。

※とても熱いので、やけどには

注意してください。

※皮にも栄養がたっぷり含まれ

るので、皮をむかなくても構

いません。

③ボウルに②を入れ、手早くつ

ぶします。この時、片栗粉と

砂糖を一緒に混ぜ込んでいき

ます。熱いうちに混ぜるのが

ポイントです。

④２口大に③を丸めたら、少し

ペタンと押して落ち着かせま

しょう。

⑤フライパンにマーガリンを入

れ熱したら、④を焦げ目が付

くまで焼きます。こんがりと

両面を焼いたら出来上がりで

す。

※ 簡 単 で 誰 に で も で き る、

ちょっとおしゃれな秋のお菓

子です。ムラサキイモも使う

とカラフルでかわいいですよ。

　　サツマイモには、デンプン

やビタミンなどがたくさん含ま

れます。食物繊維もたくさん含

んでいるので、便秘解消には欠

かせないおすすめの食材です。

しかしタンパク質が足りません。

サツマイモだけを食べてダイ

エットする人もいますが、それ

だけでは栄養失調になる可能性

があるのでバランス良く食事は

取りましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

甲佐風 簡単スイートポテト

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　豊　内　宮地　孝太

　　妻　白　旗　井芹　春香

　　夫　熊本市　日隠　裕介

　　妻　有　安　赤星　智慧

　　夫　西寒野　大久保雄也

　　妻　福岡県　吉本　光加

材　料（４人分）

サツマイモ …………………１本
片栗粉 …………………大さじ１
砂糖 ……………… 大さじ２．５
マーガリン ……… 大さじ１．５

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

岩　下　西坂ハツ子　87　ハツ子

緑　町　山下　伸子　91　伸　子

上　揚　山下　和昭　77　　都　

［

［

　

今
月
号
の
特
集
で
は
、
町
が
取
り

組
む
子
育
て
支
援
の
１
つ
と
し
て
今

年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
「
子
育
て
サ

ロ
ン
い
と
だ
」
の
利
用
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

私
が
伺
っ
た
と
き
は
５
組
の
親
子

が
参
加
さ
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
と
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
楽
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
る
こ
と
で
、
親
同
士
の
交
流

の
場
も
減
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
１

人
で
抱
え
こ
ん
で
し
ま
う
人
も
多
い

中
、「
こ
の
サ
ロ
ン
で
お
母
さ
ん
た
ち

の
交
流
の
場
を
広
げ
、
子
育
て
を
も
っ

と
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
ス
タ
ッ

フ
の
山
内
さ
ん
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

も
「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
、
お
母
さ
ん
同
士
と
交
流
で

き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
さ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
に

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

（
み
）

編

集

後

記

●お詫びと訂正について

　先月号の「こうさの話題」で、ご

紹介しました「町童話発表会」の記

事に誤りがありました。お詫びして

訂正いたします。

・会場

( 誤 ) 甲佐小学校 ( 清村勢津子校長179人 )

( 正 ) 龍野小学校 ( 佐藤浩介校長125人 )

・学年

（誤）渡邊伊吹くん（甲佐小６年）

（正）渡邊伊吹くん（甲佐小５年）
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こうさ広 報

　「
吟
剣
詩
舞
を
舞
台
の
上
で
舞

う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
分
に
自
信
を
付
け
人
間
と
し
て

最
も
大
切
な
礼
節
を
身
に
付
け
て

ほ
し
い
」
と
語
る
の
は
、
大
野
流

剣
詩
舞
会
家
元
の
大
野
豊
寿
さ
ん
。

　
吟
剣
詩
舞
と
は
、
吟
詠
に
合
わ

せ
て
舞
う
伝
統
芸
能
で
、
扇
子
と

舞
う
「
詩
舞
」
と
刀
剣
な
ど
を
用

い
る
「
剣
舞
」
が
あ
る
。
曲
調
や

衣
装
な
ど
に
よ
っ
て
振
り
付
け
や

動
き
を
変
化
さ
せ
、
吟
詠
の
世
界

観
を
表
現
。
詩
舞
は
扇
を
し
な
や

か
に
動
か
し
優
し
く
舞
い
、
剣
舞

は
刀
や
槍
を
勇
ま
し
く
振
る
っ
て

凛
々
（
り
り
）
し
く
舞
う
。

　
同
会
は
甲
佐
町
文
化
協
会
の
加

盟
団
体
で
、
会
員
は
現
在
約
30
人
。

幼
児
か
ら
80
代
ま
で
年
齢
層
も
幅

広
く
、
大
野
さ
ん
の
指
導
の
下
、

詩
の
情
緒
を
表
現
す
る
稽
古
（
け

い
こ
）
に
励
ん
で
い
る
。

　「
舞
に
大
切
な
足
の
運
び
や
扇

の
開
き
方
な
ど
の
基
礎
や
、
吟
詠

の
意
味
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
大
事
に
し
て
い
ま

す
」
と
大
野
さ
ん
。「
吟
詠
の
詩

を
舞
で
表
現
す
る
こ
と
で
精
神
も

鍛
え
ら
れ
、
人
前
に
立
つ
こ
と
で

心
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
」
と
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
思
う
。

　
今
月
24
日
（
月
）
御
船
町
で
開

催
さ
れ
る
「
子
ど
も
吟
剣
詩
舞
道

会
」（
熊
本
県
吟
剣
詩
舞
道
会
連

盟
主
催
）
に
出
演
す
る
井
芹
英
麻

さ
ん
（
山
出
区
・
写
真
後
列
左
）、

井
芹
麻
風
さ
ん
（
同
区
・
後
列

中
）、
森
野
か
り
ん
さ
ん
（
下
田

口
区
・
後
列
右
）・
岡
本
莉
奈

ち
ゃ
ん
（
古
閑
区
・
前
列
右
）。

　
井
芹
英
麻
さ
ん
は
「
家
元
の
舞

を
見
て
興
味
を
も
っ
た
の
が
、
吟

剣
詩
舞
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

最
初
は
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
恥
ず

か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
舞

が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
。
発
表
会
で
は
、
漢

詩
「
富
士
山
」
の
吟
詠
に
合
わ
せ

た
優
美
な
舞
を
披
露
す
る
子
ど
も

た
ち
。「
私
た
ち
の
息
の
合
っ
た

演
舞
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
９
日
（
日
）
開
催
の
甲
佐
町
産

業
文
化
祭
で
も
舞
を
披
露
す
る
。

「
子
ど
も
た
ち
の
可
愛
ら
し
い
詩

舞
の
世
界
を
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
」
と
大
野
さ
ん
は
ほ
ほ
え
む
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井芹英麻さん（山出区・後列

左）、井芹麻風さん（同区・

後列中）、森野かりんさん

（下田口区・後列右）・岡本莉

奈ちゃん（古閑区・前列右）

大野流吟剣詩舞会
おおのりゅう ぎんけんしぶかい

〔甲佐町文化協会〕
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